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見落とすな 『一時停止の標識』
確実な『一時停止』と左右の安全確認

気を付けないと･･･
落ちるぞ！ すべるぞ！ ぶつかるぞ！

『決めたこと 守る勇気と続ける努力 みんなで築こうゼロ災職場』

○ 車間距離を十分確保し、スピードダウンで追突防止
○ 凍結路面のスリップ防止（早朝、夜間、日陰等の凍結路面に注意）
○ 停止するときは、早めに減速し、車間１台分をあける（スリップ時の追突防止）
○ “急”のつく動作の厳禁、シフトダウンもゆるやかに
○ 無理な追越し、車線変更はしない
○ 狭い道でのすれ違い時は、車両停止の徹底（無理して先に進まない）

雪山で見えにくい時は…身を乗り出して確認
雪山の陰からの飛び出し注意

交差点手前、滑って交差点内で衝突 注意

「構内」事故の防止 （バック事故多発･･･後方の安全確認）

足場から転落 労災事故相次ぐ
落ちた所には、基礎の鉄製ボルトが１５センチほど突き出していて

男性はこのボルトに背中を打ちつけて大けが
２０１８／１／２４ １９：１４

２４日、山梨県内で労災事故が相次いだ。
２４日午前９時ごろ、倉庫の壁面の工事をしていた男性（６４）が高さ４．４メートルの足場から転落、大けがを

した。
また、２４日午後２時過ぎ、店舗の新築工事現場でも地上１メートルほどの鉄パイプの足場に上ろうとした男

性（３２）が転落した。落ちた所にはウッドデッキの基礎の鉄製ボルトが１５センチほど突き出していて、男性は
このボルトに背中を打ちつけて大けが。警察は労災事故とみて事故原因などを調べている。

踏切事故 雪で立ち往生の大型トラックに、特急が衝突
２０１８／１／２４（水） １８：５９

２４日午後２時半ごろ、石川県の踏切（警報機、遮断機あり）で、雪で立ち往生した大型トラックの車体左側
面に、ＪＲ西日本の特急が衝突した。特急に乗っていた３０代の女性が首に痛みを訴え搬送されたが、意識はあ
るという。トラックの男性運転手は運転席にいたが、けがはなかった。警察などによると、踏切を越えたトラッ
クが緩やかな上り坂で雪にはまったため、勢いをつけようと一度後退し、踏切内で雪のため立ち往生したという
。トラックを見つけた特急の運転士がブレーキをかけたが、間に合わず衝突した。

信号のない交差点 「横断歩道を渡っていて」 高齢男性、はねられ死亡
２０１８／１／２２（月） １２：１０

２１日午後８時半ごろ、広島県の信号のない交差点で横断歩道を渡っていた高齢の男性（７０）が車にはねられ
死亡しました。警察は車を運転していた会社員の男性（３１）を現行犯逮捕しています。

トレーラーの運転手：「雪が激しく降っていて前が見えづらかった」
マイクロバスに、大型トレーラー追突 １０人けが

２０１８年０１月２４日 １７時４１分
２４日午前１１時５５分ごろ、新潟県の国道でマイクロバスに大型トレーラーが追突し、警察によりますとマ

イクロバスに乗っていたお年寄りの男女１０人が首などに軽いけがをしました。トレーラーの運転手は「雪が激
しく降っていて前が見えづらかった」と話しているということです。

１６人死傷の追突事故 トラック運転手、禁錮4年の実刑判決
２０１８／１／２４（水） １５：５４

徳島県の徳島自動車道で昨年８月、大型トラックがマイクロバスに追突し、女子高生ら２人が死亡、１４人が
重軽傷を負った事故で、自動車運転死傷行為処罰法違反（過失運転致死傷）に問われたトラック運転手の男性被
告（５０）に対し、徳島地裁（は２４日、禁錮４年（求刑・禁錮７年）の実刑判決を言い渡した。判決で裁判長は
「結果は重大で、遺族の無念さは察するに余りある」と述べた。

信号のない交差点 車が市道から国道を横断しようと･･･
直進のトラックと衝突、トラックの運転手が意識不明の重体

２０１８／１／２４（水） １２：５２
２３日午後６時５０分ごろ、山口県の国道の信号のない交差点で、市道から出てきて国道を横断しようとした軽乗

用車が直進していたトラックの右側に衝突しました。トラックは、そのはずみで歩道の信号機の柱やガードパイ
プにぶつかりました。この事故でトラックを運転していた建設作業員の男性が病院に運ばれましたが意識不明と
なっています。軽乗用車を運転していた２９歳の男性にけがはありませんでした。


